
 

失敗は成功のもと？ 

           2学年 学年支援部 Ｓ．Ａ 

 

この間「あ～夏休みが終わってしまう・・・」と思

っていたのに、気づいたら修学旅行も終わり、体育

大会を経て 2週間の現場実習も終了しました。来週

からはもう 12 月。瞬く間に気温も低くなり、また三

田の寒い冬がやってきます。高等特別支援学校での

1年は、時の流れがとても早く感じます。 

 

そんな慌ただしい日々の中、調理の授業でこんなこ

とがありました。 

その日のメニューは「三色そぼろ丼、お味噌汁、梨」

3人で「炒り卵」「肉」「お味噌汁」と担当を分担

して取り組んでいました。卵と肉にはそれぞれ違っ

た種類・分量の調味料がレシピに書かれています。

卵担当の Aくんは手早く卵を割って、レシピに書か

れた調味料と合わせながら、「こんなに入れんの？」

とつぶやいていました。 

肉担当の生徒が調理を終え、コンロを交代しようと

したとき、A くんはもう一度レシピをじっと見つめ、

考えていました。そして少しの間をおいて、「みん

な、ごめん。調味料間違えた」と班員に言いました。

Aくんは間違って肉の調味料を卵に入れてしまって

いました。 

 

私は彼の様子を見て、途中で間違ったことに気づ

いていましたが、A くんがどうするのか見ていまし

た。すると Aくんは意を決して「みんなごめん。調

味料間違って入れてしまった」と班のみんなにきち

んと聞こえる声で言いました。それを聞いた班員は

「しゃあないな」と言ったものの、誰も Aくんを責

めることはしませんでした。 

そのやりとりを見て、私はとても嬉しくなりました。 

 

Aくんの報告がなければ、そのままそれを試食しよ

うと思っていました。間違った調味料でも、きっと

卵は少し濃い色と味がするだけで、ひどい味にはな

らなかったはずです。もしかしたら言われなければ

「こんなものだ」と思ったかもしれません。でも A

くんは自分のミスを認めてきちんと報告し、謝罪し

ました。その時はたまたま余分に卵があり、Aくん

の報告によりもう一度炒り卵を作りなおし、おいし

く試食することができました。 

 

「自分のミスを認めること」も、「正直に報告する

こと」も、そんなに簡単なことではありません。し

かしそれは、仕事をする上ではとても重要なことで

す。自分がミスを認めて報告しなければ周囲に迷惑

がかかると認識できたとき、きっと正しく報告する

ことができるようになるのだと思います。 

 

日々の生活の中で失敗することはたくさんあり、落

ち込むことも後悔することもあります。修正すると

きには失敗の原因を反省し、方法や欠点を改めなけ

ればなりません。また、修正するためにはまず自分

の失敗を認めるということが必要不可欠です。失敗

を隠しているうちは、本当に自分の力にはなりませ

ん。 

卒業後、様々な経験をしていく中で、自分で対処し

ていかなければならなくなった時、失敗した時の経

験が役に立つことが出てくる

ことと思います。失敗すること

をマイナスのことばかりとと

らえずに、よりよい行動をする

ことができるようになるチャ

ンスだと思って、自分の糧にし

ていってほしいと思います。 

うちの先生♪ Ｓ．Ａ先生 

 

☆進路指導部のＳ．Ａ先生にお話しを聞いてみました～☆ 
 
◆趣味や好きなものはなんですか？ 
動物が好きで、子どものころは池田動物園と姫路セント
ラルパークによく連れて行ってもらいました。（池田動物
園って？）岡山市にあるんですよ。私、岡山県美作市の
出身なんです。（今度、美作の魅力も教えてくださいね。）
はい、聞いてください😊（それでは動物好きの話の続き
を…）実は動物の中でも犬が大好きで、幼い時に『いぬ
のずかん』を何回も見て1冊丸ごと覚えてしまいました。

犬マニアなことは隠しています（笑）今は“はく製”が
好きで、「つやま自然のふしぎ館」には１年に１回は行き
ます。ここで好きなのは白くまとゾウアザラシで３ｍを
超える大きさで、動きもとてもリアルに展示してあるん
ですよ！ヘラジカは鹿の仲間でも最大級なんですよ！
（「好き」が伝わってきます！ヘラジカがどのくらい大き
いのか知りたい人は塩見先生に聞いてみてください😊）
そうそうその頃は獣医になりたいと思っていました。 
 
◆子ども時代の思い出深い話が他にもあるんですって… 
そうなんです！小３からソフトボールチームに入ったん
ですけどね、一緒にコーチを始めた父が、途中から監督
になって、小５の時には「ピッチャーをやらんか？」と
言ってきて…（腕が長いので向いていたんでしょうね）
それが、父がとにかく熱血漢で。２年間、毎日ピッチン
グの練習ですよ！雨の日も雪の日も…、泣きながらやっ
た日もありましたよ。（それはすごいですね！）あの時が
『人生で一番頑張った』と言えると思います。おかげで
メンタルも鍛えられたので今は感謝しています（苦笑） 
 
◆教科は英語ですよね。 

英語や海外にまつわるお話を聞かせてください。 
大学時代にオーストラリアに１ヵ月間ホームステイをし
たんですが、料理好きのおばあさんが毎日たっぷりのバ
ターを使ったお肉料理を作ってくれたので１０㎏太りま
した～💦 それから３㎏だけは減りましたけど…。（身に
ついたのは英語だけではなかったんですね…(^^;） そし
て初めは英語を生かした別の仕事も考えていましたが、
介護等体験実習に行かせてもらって“先生になりたい”
という気持ちが強まり、今この場にいることが出来てい
ます。（２日間の出会いが今につながったんですね☆） 
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